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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社が過年度に提出した有価証券報告書等において、賃貸不動産の減損処理および事業譲受に関するのれんの

減損処理について、訂正の対象となり得る不適切と思われる会計処理が存在する疑義が生じたため、専門的かつ客

観的な見地から、事実関係の正確な把握と当該会計処理の調査分析等を行うため、外部の専門家から構成される第

三者調査委員会を設置し、平成24年12月7日付で調査報告書を受領いたしました。

当社は、調査報告を受けて検討した結果、過年度の決算を訂正するとともに、平成21年３月期から平成24年３月

期までの有価証券報告書および平成22年３月期第１四半期から平成24年３月期第３四半期までの四半期報告書に

ついて訂正報告書を提出することといたしました。

つきましては、平成22年８月13日に提出いたしました第21期第１四半期(自　平成22年４月１日　至　平成22年６

月30日)の四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、金融商品取引法第24条の４の７第

４項の規定に基づき、当該四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後

のXBRL形式のデータ一式(表示情報ファイルを含む)を提出いたします。

訂正後の四半期連結財務諸表については、清新監査法人により、再度四半期レビューを受けており、その四半期

レビュー報告書を添付しております。

 

 

２ 【訂正事項】

第一部  企業情報

第１  企業の概況

１  主要な経営指標等の推移

２  事業の内容

３  関係会社の状況

４  従業員の状況

第２  事業の状況

１  生産・受注及び販売の状況

(1)販売実績

２  事業等のリスク

３  経営上の重要な契約等

４  財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1)経営成績の分析

(2)財政状態の分析

(3)キャッシュ・フローの状況

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

(5)研究開発活動

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

(7)経営者の問題意識と今後の方針

第３  設備の状況

(1)主要な設備の状況

(2)設備の新設、除去等の計画

第５  経理の状況

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
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２．監査証明について

１  四半期連結財務諸表

(1)四半期連結貸借対照表

(2)四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更

表示方法の変更

簡便な会計処理

注記事項

(四半期連結貸借対照表関係)

(四半期連結損益計算書関係)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

(株主資本等関係)

(セグメント情報等)

事業の種類別セグメント情報

所在地別セグメント情報

海外売上高

セグメント情報

(１株当たり情報)

(重要な後発事象)

２  その他

第二部  提出会社の保証会社等の情報

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第20期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第21期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第20期

会計期間

自平成21年
４月１日

至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日

至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日

至平成22年
３月31日

売上高（千円） 5,166,8594,962,28620,046,316

経常利益（千円） 144,628 96,990 559,998

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） 119,269△91,747 384,941

純資産額（千円） 616,127 615,226 826,698

総資産額（千円） 11,046,08310,663,34110,750,122

１株当たり純資産額（円） 71.27 74.48 100.08

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損
失金額（△）（円）

14.44 △11.11 46.60

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 5.3 5.8 7.7

営業活動による
キャッシュ・フロー（千円）

127,531 162,692 682,735

投資活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△91,937 △41,646 91,285

財務活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△219,253△200,364△913,196

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 740,446 705,611 784,929

従業員数（人） 2,068 1,947 1,921

(注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,947[4,301]

(注)　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者は除き、グループ外から当社グループへの出向者を含

む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第１四半期連結会計期間の平均

人員を[　　]外数で記載しております。

 

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数（人） 48[20]

(注)　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数（パー

トタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を［　　］外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産・受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

 

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

前年同四半期比（％）

訪問系居宅サービス（千円） 2,905,373 －

施設系居宅サービス（千円） 915,142 －

その他居宅サービス（千円） 743,318 －

居宅施設サービス（千円） 341,988 －

報告セグメント計（千円） 4,905,823 －

その他（千円） 56,463 －

合計（千円） 4,962,286 －

(注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気は着実に持ち直してきたものの、失業率が高水準にあ

るなど依然として厳しい状況が続きました。輸出や生産は緩やかに増加し、個人消費も経済対策の効果などから

持ち直しています。先行きについては、当面、雇用情勢の厳しさが残り、デフレの影響など、景気を下押しするリ

スクが存在するものの、景気が自律的な回復に向かうことが期待されます。

介護サービス業界においては、平成22年６月18日に閣議決定された「新成長戦略」において、医療・介護・健

康関連産業が日本の成長牽引産業として明確に位置付けられ、需要に見合った産業育成と雇用の創出を目指す

こととされました。

このような状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）におきましては、各事業別の重点課題に対する

取り組みについて計画どおり推進するとともに、第２四半期以降にその取り組みを加速することに備え、人材の

積極的な採用と従業員のさらなるモチベーション向上を図るため、介護従事者のみならずその他の社員も含め

て全社員を対象にベースアップや昇給などの処遇改善を計画どおり実施しました。これにより、業績は、売上高、

営業利益、経常利益ともほぼ計画どおりに推移しました。

 

以上のような取り組みを進める中で、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高4,962百万円（前年同四半

期比4.0％減）、営業利益135百万円（前年同四半期比26.0％減）、経常利益96百万円（前年同四半期比32.9％

減）、四半期純損失91百万円（前年同四半期は、四半期純利益119百万円）となりました。

 

セグメントの業績と具体的な取り組み状況を示すと、次のとおりです。

①訪問系居宅サービス

売上高は29億５百万円、セグメント利益４億67百万円となりました。

訪問介護については、質の高い事業所に認められる特定事業所加算（一定の要件を満たすと介護報酬が10％

または20％加算される制度）の取得を計画どおり推進し、当第１四半期連結会計期間末で全事業所の約４割が

取得を完了し、平成23年３月期末では計画どおり全事業所で取得する見込みで推移しております。

②施設系居宅サービス

売上高は９億15百万円、セグメント利益43百万円となりました。

通所介護及び小規模多機能型居宅介護については、利用者増と稼働率・登録率の向上を推し進め、両事業とも

当第１四半期連結会計期間を通じて黒字化しており、平成23年３月期通期でも黒字化する見込みです。
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③その他居宅サービス

売上高は７億43百万円、セグメント利益６百万円となりました。

居宅介護支援については、人材の採用が進んでおり、当連結会計期間においては人件費増の影響等がありまし

た。

④居住施設サービス

売上高は３億41百万円、セグメント利益43百万円となりました。

介護付有料老人ホームについては、入居者数が増加したことにより計画どおり推移しました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ86百万円減少し、10,663百万円と

なりました。これらは、主に現金及び預金76百万円の減少、受取手形及び売掛金41百万円の増加等によるもので

す。

負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べ124百万円増加し、10,048百万円となりました。これらは、

主に短期借入金84百万円増加、長期借入金181百万円の減少等によるものです。

純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ211百万円減少し、615百万円となりました。これらは、主

に利益剰余金174百万円減少とその他有価証券評価差額金36百万円の減少等によるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは営業活動によるキャッシ・フローが162百万円の

収入、投資活動によるキャッシュ・フローが41百万円の支出、財務活動によるキャッシュフローが200百万円の

支出となりました。この結果、当第1四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前期末に比べ79百万円減少

し、705百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純損失94百万円を計上し、売上債権29百万円、未収

入金41百万円、未払金215百万円の増加、たな卸資産22百万円の減少等により、162百万円の収入となり、前年同四

半期に比べ35百万円増加いたしました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは41百万円の支出となりました。これらの主な要因は差入保証金・敷金

の支出20百万円、投資有価証券の取得による支出50百万円等によるものです。前年同四半期に比べ50百万円増加

いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは200百万円の支出となりました。これらの主な要因は、短期借入金100百

万円の増加、配当金の支払101百万円、長期借入金の返済196百万円等の支出によるものです。前年同四半期に比

べ18百万円増加いたしました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

前連結会計年度は中期経営計画（平成21年度～平成23年度）において「事業構造の転換を進め、業績回復を

図る年度」と位置づけ、当初計画どおり進捗することができました。当連結会計年度は中期経営計画の中間年度

に当たり「次期成長に向けた基盤を整備する年度」と位置づけており、平成21年度に実施された介護報酬改定

（改定率3.0％）及び介護職員処遇改善交付金が次期まで継続することを踏まえ、コア事業の収益性のさらなる

向上に取り組み、それを基盤として新規事業の開発を進めます。

具体的には、以下の事項を重点課題として着実に進めていきます。

a. 主力の訪問介護については、サービスの質のさらなる向上に努め、質の高い事業所に認められる特定事業

所加算（一定の要件を満たすと介護報酬が10％または20％加算される制度）の取得を推進し、収益性を一

層高めます。

b. 通所介護及び小規模多機能型居宅介護については、利用者増と稼働率の向上をさらに推し進め、通期で黒

字化します。

c. 中・重度の要介護高齢者の在宅介護を支えるサービス・システムの開発や社会保障制度では満たされな

い高齢者のニーズに応える生活利便サービスの開発を行います。

 

(7) 経営者の問題意識と今後の方針

当社グループの経営陣は、平成24年度に控える介護保険法改正及び介護報酬改定が当社グループの経営環境

に影響を及ぼすと認識しています。すでに議論が開始されていますが、その中で、要介護高齢者が住み慣れた地

域や住まいで最期まで暮らし続けるためには、24時間体制の訪問介護が重要であるとの見解が強く示されてい

ます。当社グループは夜間対応型訪問介護を開発して以降、すでに一部地域において24時間365日体制で訪問介

護を提供しております。今後は改正動向を注視しつつ、蓄積したノウハウを基盤として、上記のとおり、中・重度

の要介護高齢者の在宅介護を支えるサービス・システムの開発、展開を進める方針です。

また、今後安定的に成長していくためには、介護サービスの担い手である介護人材の質的量的な確保が不可欠

となります。社会保障政策、産業政策、労働政策のいずれにおいても、介護分野を重点分野の一つと位置づけてい

るものの、介護労働市場は他産業の景気動向に左右されやすいという特徴を依然有しており、今後の政策動向お

よび景気動向を注視していく必要があります。当社グループの経営陣は、究極的には他産業との競争においても

魅力ある処遇の実現と人材教育への投資が必要になると認識しておりますが、このことは人件費の上昇要因と

なるため、この点においても政策動向を注視するとともに、社会保障政策に依存しない新規事業を開発し成長さ

せる方針です。
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第３ 【設備の状況】

(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計

期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半

期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当

第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、

清新監査法人による四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しております

が、訂正後の四半期連結財務諸表について、清新監査法人による四半期レビューを受け、改めてレビュー報告書を

受領しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

 
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部   

　流動資産   

　　現金及び預金 798,988 875,927

　　受取手形及び売掛金 3,164,381 3,122,513

　　商品 3,900 4,315

　　貯蔵品 73,028 95,146

　　その他 619,260 542,579

　　貸倒引当金 △8,207 △9,357

　　流動資産合計 4,651,352 4,631,125

　固定資産   

　　有形固定資産   

　　　建物及び構築物（純額） ※1, ※2　1,505,266 ※1, ※2　1,524,988

　　　土地 1,160,375 1,160,375

　　　その他（純額） ※2　44,828 ※2　47,542

　　　有形固定資産合計 2,710,470 2,732,906

　　無形固定資産   

　　　のれん 1,168,178 1,188,362

　　　その他 115,966 121,452

　　　無形固定資産合計 1,284,145 1,309,814

　　投資その他の資産   

　　　投資その他の資産 2,020,311 2,079,263

　　　貸倒引当金 △2,938 △2,988

　　　投資その他の資産合計 2,017,373 2,076,275

　　固定資産合計 6,011,988 6,118,997

　資産合計 10,663,341 10,750,122

負債の部   

　流動負債   

　　買掛金 169,509 167,259

　　短期借入金 4,790,896 4,706,143

　　未払法人税等 22,743 80,399

　　その他 1,501,350 1,364,060

　　流動負債合計 6,484,499 6,317,863

　固定負債   

　　長期借入金 2,532,916 2,714,456

　　退職給付引当金 242,257 238,692

　　その他 788,442 652,411

　　固定負債合計 3,563,615 3,605,560

　負債合計 10,048,115 9,923,423
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(単位：千円)

 
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部   

　株主資本   

　　資本金 3,030,859 3,030,859

　　資本剰余金 683,343 683,343

　　利益剰余金 △3,044,381 △2,870,028

　　自己株式 △438 △438

　　株主資本合計 669,382 843,735

　評価・換算差額等   

　　その他有価証券評価差額金 △49,900 △13,160

　　繰延ヘッジ損益 △4,255 △3,876

　　評価・換算差額等合計 △54,156 △17,036

　純資産合計 615,226 826,698

負債純資産合計 10,663,341 10,750,122
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

売上高 5,166,859 4,962,286

売上原価 4,361,095 4,230,058

売上総利益 805,764 732,228

販売費及び一般管理費 ※1　622,156 ※1　596,267

営業利益 183,608 135,960

営業外収益   

　受取利息 4,789 4,678

　受取配当金 4,635 5,043

　その他 8,079 10,224

　営業外収益合計 17,504 19,945

営業外費用   

　支払利息 48,687 45,530

　その他 7,796 13,386

　営業外費用合計 56,484 58,916

経常利益 144,628 96,990

特別利益   

　前期損益修正益 10,807 －

　事業譲渡益 15,023 －

　その他 15,163 －

　特別利益合計 40,994 －

特別損失   

　減損損失 23,231 －

　固定資産除却損 8,953 －

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,814

　退職慰労金 － 162,512

　その他 8,244 296

　特別損失合計 40,430 191,623

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

145,192 △94,632

法人税、住民税及び事業税 20,521 20,573

法人税等調整額 － △23,459

法人税等合計 20,521 △2,885

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △91,747

少数株主利益 5,400 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 119,269 △91,747
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

　税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

145,192 △94,632

　減価償却費 65,917 49,578

　のれん償却額 20,314 20,183

　退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,970 3,564

　貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,115 △1,199

　受取利息及び受取配当金 △9,424 △9,721

　支払利息 48,687 45,530

　投資有価証券評価損益（△は益） － 296

　固定資産除却損 8,953 －

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,814

　減損損失 23,231 －

　事業譲渡損益（△は益） △15,023 －

　売上債権の増減額（△は増加） △55,045 △29,903

　たな卸資産の増減額（△は増加） 4,754 22,533

　未収入金の増減額（△は増加） 23,875 △41,494

　仕入債務の増減額（△は減少） 6,210 2,249

　未払金の増減額（△は減少） △14,807 215,648

　その他 △16,474 57,936

　小計 234,217 269,384

　利息及び配当金の受取額 23,112 22,046

　利息の支払額 △65,275 △58,213

　補助金の受取額 － 3,000

　法人税等の支払額 △64,523 △73,524

　営業活動によるキャッシュ・フロー 127,531 162,692

投資活動によるキャッシュ・フロー   

　拘束性預金の増減額（△は減少） 1,841 △2,379

　有形固定資産の取得による支出 △896 △1,148

　無形固定資産の取得による支出 △44,060 －

　貸付金の回収による収入 155 143

　事業譲渡による収入 20,155 －

　敷金及び保証金の差入による支出 △1,970 △20,349

　敷金及び保証金の回収による収入 17,266 3,235

　投資有価証券の取得による支出 － △50,000

　長期前払費用の取得による支出 △92,036 △1,521

　その他 7,607 30,374

　投資活動によるキャッシュ・フロー △91,937 △41,646
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(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

　短期借入金の純増減額（△は減少） △104,000 100,000

　長期借入金の返済による支出 △115,244 △196,787

　リース債務の返済による支出 － △2,506

　配当金の支払額 △9 △101,071

　財務活動によるキャッシュ・フロー △219,253 △200,364

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △183,659 △79,318

現金及び現金同等物の期首残高 924,105 784,929

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1　740,446 ※1　705,611
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

 
当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１．会計処理基準に関する

　　事項の変更

(1) 資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ1,375千円減少しており、税

金等調整前四半期純損失は30,189千円増加しております。
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【表示方法の変更】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）　

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

 

【簡便な会計処理】

 

 
当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１．固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

 

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．圧縮記帳

　過年度において国庫等補助金の受入により取得した

建物等について、97,610千円の圧縮記帳をしておりま

す。

※１．圧縮記帳

　同左

※２．有形固定資産の減価償却累計額

1,141,114千円

　３．偶発債務

債権譲渡高　　　　　　725,822千円

※２．有形固定資産の減価償却累計額

1,109,079千円

　３．偶発債務

債権譲渡高　　　　　　693,812千円
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(四半期連結損益計算書関係)

 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

従業員給与手当 149,855千円

退職給付費用 3,634千円

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

従業員給与手当 198,644千円

退職給付費用 3,331千円

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 801,080

拘束性預金 △60,634

現金及び現金同等物 740,446
　

 （千円）

現金及び預金勘定 798,988

拘束性預金 △93,377

現金及び現金同等物 705,611

 

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 8,262,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,432株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月２日

取締役会
普通株式 82,605 10平成22年３月31日平成22年６月22日利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

ホームケア事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループ（当社及び連結子会社）の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が

入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。

当社グループは、サービス別に戦略を立案し、事業活動を展開しており、各サービスの事業構造及び全社戦

略における位置づけ等に基づき、「訪問系居宅サービス」、「施設系居宅サービス」、「その他居宅サービ

ス」及び「居住施設サービス」の４つを報告セグメントとしております。

「訪問系居宅サービス」は、訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護及び夜間対応型訪問介護を提供しておりま

す。「施設系居宅サービス」は、通所介護、小規模多機能型居宅介護及び認知症対応型共同生活介護を提供し

ております。「その他居宅サービス」には、居宅介護支援、訪問歯科診療支援、地域包括支援センター、児童デ

イサービス、在宅介護支援センター、地域支援、ケアプラザ、福祉用具貸与・販売が含まれております。「居住

施設サービス」は、介護付有料老人ホーム、特別養護老人ホーム及びケアハウスを運営しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ジャパンケアサービスグループ(E03297)

訂正四半期報告書

20/24



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　　至　平成22年６月30日）　

(単位：千円）

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

訪問系居宅
サービス

施設系居宅
サービス

その他居宅
サービス

居住施設
サービス

計

売上高          

　外部顧客への売上高 2,905,373915,142743,318341,9884,905,82356,4634,962,286 － 4,962,286

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － 122,977122,977△122,977 －

計 2,905,373915,142743,318341,9884,905,823179,4415,085,264△122,9774,962,286

セグメント利益 467,76343,897 6,489 43,123561,274△426,828134,4451,515135,960

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、労働者派遣事業、食事・食材の提供事業

及びソフトウェア開発事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

該当事項はありません。

 

（追加情報）　

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

　平成20年３月21日）を適用しております。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額
 

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 74.48円 １株当たり純資産額 100.08円

 

２．１株当たり四半期純利益又は純損失金額
 

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14.44円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

１株当たり四半期純損失金額(△) △11.11円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

 

(注)１株当たり四半期純利益金額（△は純損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は純損失金額   

四半期純利益（△は純損失）（千円） 119,269 △91,747

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（△は純損失）
（千円）

119,269 △91,747

期中平均株式数（千株） 8,260 8,260

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

（剰余金の配当）

平成22年６月２日開催の取締役会において、平成22年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり

期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　82,605千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成22年６月22日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成24年12月10日

株式会社 ジャパンケアサービスグループ
取締役会　御中
 

清　新　監　査　法　人  
代表社員

公認会計士 西　村　　　寛 印
業務執行社員

業務執行社員 公認会計士 宇田川　　和　彦 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社ジャパンケアサービスグループの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半

期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４

月１日から平成22年６月30日まで）に係る訂正報告書の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャパンケアサービスグループ及び連結

子会社の平成22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

追記情報

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４

項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四

半期レビューを行った。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)

が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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